
事業番号 - - -

（ ）

我が国の研究力向上のための適切な科学技術・イノベーション政策を立案することが必要であり、科学技術・イノベーション基本計画等政府文書において、科学技術・イノベーショ
ン政策の推進にあたり、客観的な証拠に基づく政策立案（EBPM）の徹底が求められている。
科学技術・学術政策研究所は、我が国の科学技術・イノベーション政策立案プロセスの一翼を担うために設置された文部科学省直轄の国立試験研究機関であり、行政ニーズを的
確にとらえ、意思決定過程への参画を含めた行政部局との連携、協力を行うことが期待されていることから、我が国の研究力向上のための適切な科学技術政策を立案するための
エビデンスを提供する必要がある。

令和6年度要求

-

-

-

62.2

(目)

(目)

17

　

　

　

(目)

10 12

2

22

非常勤職員手当

科学技術試験研究委託費

試験研究費

委員等旅費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
86%

主な増減理由（・要望額・予備費）

75%

令和6年度要求

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 54

24

91%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

86% 75% 91%

科学技術・学術政策研究所

(目)

2023 文科 22 0220

文部科学省

政策 ７　Society 5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策

事業の目的
（5行程度以内）

世界の潮流を踏まえたニーズを先取りする研究開発の推進に向けて、ホライズン・スキャニングで兆候を見出し、有識者等の知見による社会ビジョンと専門家による科学技術予測
を統合して、科学技術と社会の将来予測を実施するとともに、オープンサイエンスの進展を始めとした多様な社会的課題に対応した内外の科学技術動向の調査研究等を実施す
る。また、以上の成果を発信、提供することで、政策当局におけるエビデンスベースでの議論並びに政策の企画立案へ貢献する。

企画課 企画課長　相原　佑康

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

第５期科学技術基本計画（平成28年１月閣議決定）
第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月閣議決
定）

事業名 社会的課題対応型科学技術に係る調査研究 担当部局庁 科学技術・学術政策研究所 作成責任者

事業開始年度

施策 ７－２　様々な社会課題を解決するための総合知の活用

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-
000019646_7-2.pdf

-

平成23年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

62.2

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 49 39.4 55.2 54 62.2

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

当研究所の研究者が社会的課題対応型科学技術に係る調査研究を中心に実施し、政策当局の関係部署等に報告書を提供するなど、成果の普及を図る。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 42.2 29.4 50.5

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

49 39.4 55.2 54

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 職員旅費 1 1

翌年度へ繰越し（D) - - - -

24

2

0

○オープンサイエンスの推進等を踏まえた、EBPMの徹底やクロス分析等
の強化のための経費を新規要求
・科学技術試験研究委託費のうち、4.5百万については要望額
・試験研究費のうち、1.3百万については要望額
・委員等旅費のうち、0.9百万については要望額
・その他のうち、1.6百万については要望額

重要政策推進枠　8百万円



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

回 12 16 10

目標値 回 10 10 10

達成度 ％

報告書のダウンロード数が一定数以上 報告書のダウンロード数

成果実績 回 18,365 5,982

-

科学技術・イノベーション政策に関する調査研究等を実施し、政策当局の関係部署等に報告書を提供するなど、成果の普及を図る。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

科学技術・学術政策研究所調べ

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 冊

13 -

10

活動目標 活動指標

7

年度

- -

定量的な成果指標 単位

冊 10

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

成果の発信、提供 報告書の発行数（冊）
活動実績

- 年度

政策審議における活用数が一定数以
上

審議会等にて説明・報告した
回数

達成度

単位 令和2年度

120

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

科学技術・学術政策研究所調べ

令和2年度 令和3年度

160

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

15

-

8,377

5

当該事業の成果である報告書は、最終的には審議会等にて活用されることで政策立案へ貢献するため、報告書の審議会等での活用数を長期アウトカムと設定し
た。

-

100％

666

目標値 回 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

6

当該事業の成果である報告書のダウンロード数で、報告書の注目度を測定できるため、短期アウトカムとして設定した。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1010 10

成果実績



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-

3 6 16 -

目標値 回 7 6 6 -

達成度 ％ 42.9 100 266.7 -

成果実績 回

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

科学技術・学術政策研究所調べ

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

講演会等の開催数が一定数以上 講演会等の開催数（回）

- - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

科学技術・学術政策研究所調べ

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

当該事業の成果である報告書は、最終的には講演会等で発表することで政策当局に成果の普及を行うため、報告書の講演会等の開催数を長期アウトカムと設定
した。

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
当該事業の成果である報告書のダウンロード数で、報告書の注目度を測定できるため、短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

報告書のダウンロード数が一定数以上 報告書のダウンロード数

成果実績 回 18,365 5,982 666 -

目標値 回 - - - 8,337

達成度 ％

活動内容②
（アクティビティ）

科学技術・イノベーション政策に関する調査研究等を実施し、政策当局の関係部署等に報告書を提供するなど、成果の普及を図る。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

成果の発信、提供 報告書の発行数（冊）
活動実績 冊 15 10 6 13

当初見込み 冊 7 10 10 10 10

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

-

-



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 204

備考

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 237

平成25年度 207

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

早期の事業開始に向けてより適切な公告時期、期間等を設定するとともに、一者応札の要因分析を踏まえた仕様書の見直し等、令和５年以降もさらなる契約の競
争性、公平性、透明性の確保を図る。

事業内容の一部改善

執行等改善

194

平成30年度 202

平成23年度 46

アクティビティ①②については引き続きアウトプットを目標値に近づけるよう努める。
一者応札に関しては、これまでも公告期間の十分な確保等、契約の競争性、公平性、透明性の確保に関する取組を行っているところだが、令和５年度以降も同様
の取組を継続するとともに、仕様書や公告期間の見直し等を行い、契約の競争性、公平性、透明性の更なる向上を図る。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 194

平成29年度 203

令和3年度

平成27年度

令和2年度 文部科学省 0195

0208

令和4年度 2022 文科 21 0202

2021 文科

上記への対応状況

上記への対応状況

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0193

目標年度における効果測定に関する評価（令和６年度実施）

-
点検結果

本事業は、第６期科学技術・イノベーション基本計画の推進に資する調査研究であり、その
成果は客観的根拠に基づく資料として幅広く活用されることから国民や社会のニーズを反
映しており、優れた研究開発活動等の強化等が図られることから本事業は政策目標の達成
手段として必要かつ適切である。また、本事業は我が国の科学技術・イノベーション政策立
案プロセスの一翼を担う行政直轄の研究機関である科学技術・学術政策研究所が取り組む
べき課題である。
アクティビティ①②のアウトプットについては当初の見込み数に達してはいないが、調査研
究結果等をもとに政策担当部局と意見交換を積極的に行うなど、報告書の発行や講演会等
の開催ではない方法によって成果実績を得ていることから、十分な活動を行ったと評価して
いる。
支出先を選定する際の一般競争入札においては、一者応札が３件あった。

契約・執行手続きについて、一者応札案件が見受けられるため、内容やスケジュールの見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



金額は四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 業務相当職員 6.6 雑役務費
国際的なルール形成に関わる情報の収集・分析・可視
化ツールの利用

3.3

業務実施費
会議開催費、国内旅費交通費、諸謝金、雑役務費、印刷製
本費、消費税相当額、消耗品費

C. D.

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

一般管理費 経費の10％ 0.8

計 8.7 計 3.3

1.3

雑役務費
カーボンニュートラルに関するサステナビリティトレンドレ
ポート2022の作成

1

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

社会課題対応技術に係る調査を実施。

文部科学省科学技術・学術政策研究所

50.5百万円

諸謝金    0.4百万円
職員旅費     0.0百万円    
委員等旅費     0.3百万円
非常勤職員手当      23.6百万円

当研究所の研究者が科学技術・イノベー

ション政策に関する調査研究等を実施し、

行政当局の関係部署等に報告書を提供す

るなど、成果の普及を図る。科学技術・学術

政策研究所は調査研究の実施主体。

委託【一般競争契約（総合評価）】

A. 公益財団法人未来工学研究所

（全２社）

16.2百万円

【一般競争契約（最低価格）】

B. 株式会社オシンテック（全１

社） 

3.3百万円

科学技術・学術政策研究所の行う

調査研究に係る資料作成関連契約

を実施。

【随意契約（少額）】

C. 民間企業等（全14社） 

6.7百万円

科学技術・学術政策研究所の行う調

査研究に係る報告書印刷、データ

ベースの改修等を実施。



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
公益財団法人未来工学研究
所

4010605000134
科学技術予測における世界の動向
把握と地域の未来像検討

5.3
一般競争契約
（総合評価）

1 89.1％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

99.2％

1 81％

3
株式会社フューチャーセッショ
ンズ

5011001073814
2045/55を見据えた将来ビジョン
形成にかかる調査

7.5
一般競争契約
（総合評価）

2

2
公益財団法人未来工学研究
所

4010605000134
国内外の政策文書等における社
会課題の調査

3.4
一般競争契約
（総合評価）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社オシンテック 6140001111974
国際的なルール形成に関わる情報の収
集・分析・可視化ツールの利用 3.3

一般競争契約
（最低価格）

1 96.8％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社オシンテック 6140001111974
カーボンニュートラルに関するサステナビ
リティトレンドレポート2022の作成 1

随意契約（少
額）

-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

3 インフォ・ラウンジ株式会社 9020003004731
科学技術専門家ネットワーク向けアンケー
トサイト構築及び運用 1

随意契約（少
額）

- -

-

2 合同会社　科学コミュニケーション研究所 9020003011620 市民ワークショップ「研究開発領域を創出するための近
未来対話」における議論取りまとめ等 1

随意契約（少
額）

- -

-

6 個人A - 参加費（国際会議:IROS） 0.3
随意契約（少

額）
- -

- -

5 カクタス・コミュニケーションズ株式会社 9010001114731 報告書の和文翻訳 0.4
随意契約（少

額）
-

4 株式会社バイオインパクト 1011101048488
2022年度の大学等のプレスリ
リースデータ

1
随意契約（少

額）

- -

9 株式会社ブルーホップ 6010001056290 調査資料325「専門家が注目する科学技術に関するア
ンケート調査（NISTEP注目科学技術2022）」 0.1

随意契約（少
額）

-

8 個人C -
①ACIGSCシンポジウム カーボンニュートラルの実現に
向けて～「化学の力」で前へ！～ ⓶討論会③協賛会
費④年会参加費

0.1
随意契約（少

額）

7 個人B - 研修費（AESIS研修） 0.3
随意契約（少

額）
- -

-

10 個人D - ＡＡＡS年次大会参加費 0.1
随意契約（少

額）
- -

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック
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